
北海道胆振東部地震

【 今後の備えについて 】

2019年 3 月 29日

一般社団法人 日本産業・医療ガス協会

北海道地域本部

資料３



１．医療酸素の製造と流通

２．会員対応と患者動向

３．今後の備え



１．医療酸素の製造と流通



酸素の製造方法



北海道内医療用酸素生産プラント配置図



酸素の製造・充填・配送方法（ボンベ）



酸素の充填方法

シリンダー充塡設備 シリンダー（在宅酸素容器）充塡
設備

ＬＧＣ充塡設備



１．医療用ガス容器

２

高圧ガス容器の種類

＜①継ぎ目なし容器＞

圧縮ガス

＜超低温容器＞

液化ガス

＜②ＦＲＰ容器＞

圧縮ガス

・医療用ガスの容器は再利用される

一般的な医薬品の場合、「容器は使い捨て」が基本です。

これに対して医療用ガスの場合、容器は再使用されるため

新品と同様の品質を確保するために、特に配慮が必要です。

＜溶接容器＞

液化ガス

＜充塡、容器検査、附属品検査等＞
・高圧ガス保安法、容器保安規則

で定められる。

""



４

①継ぎ目無し容器

マニフォールドによる供給 小型容器による供給

""



②ＦＲＰ容器

６
""
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２．会員対応と患者動向



朝日新聞

2018年9月8日
（土）

朝刊記事



１．ＦＲＰ容器を本州から船舶で輸送(八戸から苫小牧)

２．ＦＲＰ容器を本州から自衛隊のヘリコプターで輸送

(仙台から千歳)

３．ＦＲＰ容器が少なくなり継目なし容器７㎥のボンベで患者対応

４．緊急通行車両事前届出書登録車両にガソリンの優先対応を公安委員会

(警察)にお願いしたが道路閉鎖が無く拒否

【会員対応】



【患者動向】

１．在宅患者の入院や一時避難の受入拒否の医療機関があった

２．停電時クリニックの固定電話がつながらず、在宅患者は問合せ先を

会員担当者の携帯電話にかけて不安をしのいでいた

３．在宅患者宅の酸素残量が少なくなり会員担当者へ連絡したがすぐには

ＦＲＰ容器が届かないことがわかり、病院へ行って酸素吸入をお願い

したが外来で拒否され、自宅へ戻りＦＲＰ容器が届くまで酸素吸入が

出来なかった

４．北電が計画停電の情報を発表した後、在宅患者は不安になり従来以上

のＦＲＰ容器を会員へ要求し在庫確保に努めていた



３．今後の備え

１．HOTステーションの必要性

２．自治体等で災害対策の一貫としてＦＲＰ容器の全道拠点備蓄

３．避難場所の情報共有化

４．ガソリンスタンドの給油優先

５．発電機の保管場所の共有化

６．消防署と緊急時の患者対応連絡連携

７．在宅に関する防災・災害等の連携訓練の実施



ご清聴ありがとうございました。
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